
(57)【要約】

　

【課題】　本発明の目的は動画像具現に適合するように

した強誘電性液晶表示パネルの駆動方法及び装置とこれ

に適用される電界配向方法を提供することにある。

【解決手段】　本発明に係る強誘電性液晶表示パネルの

駆動方法及び装置とこれに適用される電界配向方法は、

強誘電性液晶物質の温度を相転移温度以下に充分に低く

して前記強誘電性液晶がスメクティックC相を持つよう

にする段階と、温度を落とす間、前記液晶表示パネルに

電界を印加して強誘電性液晶物質を配向する段階とから

なる。

【選択図】　図１５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ ト リ ク ス 形 態 に 配 列 さ れ た 多 数 の 液 晶 セ ル を 持 つ 液 晶 表 示 パ ネ ル を 用 意 す る 段 階 と 、
第 １ 温 度 で 前 記 多 数 の 液 晶 セ ル 内 に 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 用 意 す る 段 階 と 、 前 記 強 誘 電 性 液
晶 物 質 の 温 度 を 相 転 移 温 度 以 下 に 充 分 に 低 め て 前 記 強 誘 電 性 液 晶 が ス メ ク テ ィ ッ ク C相 を
持 つ よ う に す る 段 階 と 、 温 度 を 落 と す 間 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 電 界 を 印 加 し て 強 誘 電 性
液 晶 物 質 を 配 向 す る 段 階 と を 含 み 、 前 記 印 加 さ れ た 電 界 は 配 向 極 性 パ タ ー ン を 持 ち 、 前 記
印 加 さ れ た 電 界 の 極 性 は 前 記 液 晶 セ ル の 隣 接 し た 垂 直 ラ イ ン の 間 で 反 転 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 液 晶 表 示 パ ネ ル 内 の 強 誘 電 性 液 晶 物 質 の 電 界 配 向 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 用 意 す る 段 階 は 、 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 注 入 す る 段 階 を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 内 の 強 誘 電 性 液 晶 物 質 の 電 界 配 向 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 用 意 す る 段 階 は 、 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を デ ィ ス ペ ン シ ン グ す
る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 内 の 強 誘 電 性 液 晶 物 質 の 電
界 配 向 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 は 、 前 記 第 １ 温 度 で 等 方 性 の 相 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 内 の 強 誘 電 性 液 晶 物 質 の 電 界 配 向 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 は 、 前 記 第 １ 温 度 で ネ マ テ ィ ッ ク 相 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 内 の 強 誘 電 性 液 晶 物 質 の 電 界 配 向 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 相 転 移 温 度 は 大 略 ６ ０ ～ ８ ０ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 パ
ネ ル 内 の 強 誘 電 性 液 晶 物 質 の 電 界 配 向 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 電 界 を 印 加 す る 段 階 は 、 大 略 ± １ ～ ９ Vの 電 圧 を 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 印 加 す る 段
階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 内 の 強 誘 電 性 液 晶 物 質 の 電 界 配
向 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 配 向 極 性 パ タ ー ン と 正 反 対 の 駆 動 極 性 パ タ ー ン を 持 つ 電 界 が 印 加 さ れ た 際 に 、 前 記
印 加 さ れ た 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 含 む 液 晶 セ ル に よ り 光 が 透 過 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 内 の 強 誘 電 性 液 晶 物 質 の 電 界 配 向 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル の １ フ レ ー ム 期 間 よ り 短 い 第 １ サ ブ フ レ ー ム 期 間 の 間 、 第 １ 極 性 パ タ ー
ン を 持 つ 第 １ 駆 動 デ ー タ 電 圧 を 、 配 向 さ れ た 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 含 む 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル
内 の 液 晶 セ ル に 供 給 す る 段 階 と 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 前 記 フ レ ー ム 期 間 の 第 ２ サ ブ フ レ
ー ム 期 間 の 間 、 前 記 配 向 さ れ た 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 含 む 前 記 液 晶 セ ル に 第 ２ 極 性 パ タ ー ン
を 持 つ 第 ２ 駆 動 デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る 段 階 を 含 み 、 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 は 、 配 向 極 性 パ
タ ー ン を 持 つ 電 界 が 印 加 さ れ る 際 に 配 向 さ れ 、 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 の 温 度 を ネ マ テ ィ ッ
ク 相 か ら ス メ ク テ ィ ッ ク 相 へ の 相 転 移 温 度 以 下 に 低 め る 間 、 前 記 印 加 さ れ た 電 界 の 極 性 は
前 記 液 晶 セ ル の 隣 接 す る 垂 直 ラ イ ン の 間 で 反 転 さ れ 、 前 記 第 ２ 極 性 パ タ ー ン は 前 記 第 １ 極
性 パ タ ー ン と 相 反 し て 、 前 記 第 ２ サ ブ フ レ ー ム 期 間 は 第 １ サ ブ フ レ ー ム 期 間 以 後 、 前 記 フ
レ ー ム 期 間 の 余 り 期 間 と 実 質 的 に 同 一 で あ る こ と を 特 徴 と す る 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の
駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 連 続 的 に 配 列 さ れ た 隣 接 し た 垂 直 ラ イ ン に 供 給 さ れ る 前 記 第 １ 極
性 パ タ ー ン 及 び ２ 極 性 パ タ ー ン を 持 つ 駆 動 デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 、 互 い に 相 反 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 前 記 液 晶 セ ル の そ れ ぞ れ に 印 加 さ れ る 前 記 駆 動 デ ー タ 電 圧 の 前 記 極 性 が 、 連 続 す る サ ブ
フ レ ー ム 期 間 の 間 で 反 転 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ
ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ 駆 動 デ ー タ 電 圧 及 び ２ 駆 動 デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 液 晶 セ ル の １ 水 平 ラ イ ン を
選 択 す る た め に ス キ ャ ン 信 号 を 供 給 す る 段 階 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載
の 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ 極 性 パ タ ー ン は 前 記 配 向 極 性 パ タ ー ン と 実 質 的 に 同 一 で あ り 、 前 記 第 ２ 極 性 パ
タ ー ン は 前 記 配 向 極 性 パ タ ー ン と 相 反 し て い て 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 各 フ レ ー ム 期 間 内
の 前 記 第 １ サ ブ フ レ ー ム 期 間 が 、 前 記 第 ２ サ ブ フ レ ー ム 期 間 に 優 先 し て 発 生 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 配 向 極 性 パ タ ー ン と 正 反 対 の 駆 動 極 性 パ タ ー ン を 持 つ 電 界 が 印 加 さ れ た 際 に 、 前 記
印 加 さ れ た 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 含 む 液 晶 セ ル に よ り 光 が 透 過 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
９ 記 載 の 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 デ ー タ の 印 加 の た め の デ ー タ 駆 動 回 路 と 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の １ フ レ ー ム 期 間 よ り 短 い 第
１ サ ブ フ レ ー ム 期 間 の 間 、 配 向 さ れ た 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 含 む 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル 内 の 液
晶 セ ル に 供 給 さ れ る 第 １ 極 性 パ タ ー ン を 持 つ 第 １ 駆 動 デ ー タ 電 圧 と 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル
の 前 記 フ レ ー ム 期 間 の 第 ２ サ ブ フ レ ー ム 期 間 の 間 、 前 記 液 晶 セ ル に 供 給 さ れ る 第 ２ 極 性 パ
タ ー ン を 持 つ 第 ２ 駆 動 デ ー タ 電 圧 と を 含 み 、 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 は 、 配 向 極 性 パ タ ー ン
を 持 つ 電 界 が 印 加 さ れ る 際 に 配 向 さ れ 、 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 の 温 度 を ネ マ テ ィ ッ ク 相 か
ら ス メ ク テ ィ ッ ク 相 へ の 相 転 移 温 度 以 下 に 低 め る 間 、 前 記 印 加 さ れ た 電 界 の 極 性 は 前 記 液
晶 セ ル の 隣 接 す る 垂 直 ラ イ ン の 間 で 反 転 さ れ 、 前 記 第 ２ 極 性 パ タ ー ン は 前 記 第 １ 極 性 パ タ
ー ン と 相 反 し て お り 、 前 記 第 ２ サ ブ フ レ ー ム 期 間 は 第 １ サ ブ フ レ ー ム 期 間 以 後 、 前 記 フ レ
ー ム 期 間 の 余 り 期 間 と 実 質 的 に 同 一 で あ る こ と を 特 徴 と す る 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆
動 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 は 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ て 、 交 番 的 に 前 記
第 １ 駆 動 デ ー タ 電 圧 及 び 第 ２ 駆 動 デ ー タ 電 圧 を 前 記 液 晶 セ ル に 供 給 し 、 印 加 さ れ た 駆 動 デ
ー タ 電 圧 の 極 性 は 、 前 記 液 晶 セ ル の 隣 接 し た 垂 直 ラ イ ン の 間 で 反 転 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ 極 性 パ タ ー ン は 前 記 配 向 極 性 パ タ ー ン と 実 質 的 に 同 一 で あ り 、 前 記 第 ２ 極 性 パ
タ ー ン は 前 記 配 向 極 性 パ タ ー ン と 相 反 し て い て 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 各 フ レ ー ム 期 間 内
に 前 記 第 １ サ ブ フ レ ー ム 期 間 が 前 記 第 ２ サ ブ フ レ ー ム 期 間 に 優 先 し て 発 生 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の ゲ ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ て ス キ ャ ン 信 号 を 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に
供 給 す る こ と で 、 前 記 第 １ 駆 動 デ ー タ 電 圧 及 び ２ 駆 動 デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 液 晶 セ ル の
１ 垂 直 ラ イ ン を 選 択 す る た め の ス キ ャ ン 駆 動 回 路 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
５ 記 載 の 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 と ス キ ャ ン 駆 動 回 路 を 駆 動 す る た め の タ イ ミ ン グ 制 御 部 を さ ら に 含
み 、 そ れ ぞ れ の 駆 動 デ ー タ 電 圧 は 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 各 フ レ ー ム 期 間 の 間 、 少 な く と
も 一 度 ず つ 前 記 液 晶 セ ル に 供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 強 誘 電 性 液 晶 表
示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 は 、 約 １ ２ ０ Hzの 周 波 数 で 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 と 前 記 ス キ ャ ン 駆
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動 回 路 を 駆 動 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ 記 載 の 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置
。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 配 向 極 性 パ タ ー ン と 正 反 対 の 駆 動 極 性 パ タ ー ン を 持 つ 電 界 が 印 加 さ れ た 際 に 、 前 記
印 加 さ れ た 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 含 む 液 晶 セ ル に よ り 光 が 透 過 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ５ 記 載 の 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 配 向 極 性 パ タ ー ン と 実 質 的 に 同 一 な 駆 動 極 性 パ タ ー ン を 持 つ 電 界 が 印 加 さ れ る 際 、
前 記 印 加 さ れ た 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 含 む 液 晶 セ ル に よ り 光 が 透 過 し な い こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ５ 記 載 の 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル に 関 わ り 、 特 に 、 動 画 像 具 現 に 相 応 す る よ う に し た 強
誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 電 界 配 向 方 法 及 び こ れ を 利 用 し た 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動
方 法 及 び 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 に 、 液 晶 表 示 装 置 (Liquid Crystal Display:LCD)は 、 ビ デ オ 信 号 に 対 応 し て 液 晶
に 電 界 を 印 加 す る こ と に よ り 液 晶 の 配 列 状 態 を 制 御 し て 画 像 を 表 示 す る 。
　 液 晶 表 示 装 置 に 使 わ れ る 液 晶 は 、 流 動 性 、 弾 性 の 性 質 を 一 緒 に 持 つ 液 体 と 固 体 の 中 間 状
態 で あ る 。 現 在 ま で 液 晶 表 示 装 置 に 一 番 多 く 適 用 さ れ て い る 液 晶 は 、 ツ イ ス テ ッ ド ・ ネ マ
テ ィ ッ ク モ ー ド (Twisted Nematic Mode:TN mode)で あ る 。 こ の よ う な ツ イ ス テ ッ ド ・ ネ マ
テ ィ ッ ク モ ー ド の 応 答 速 度 は 、 液 晶 材 料 の 物 性 と セ ル ギ ャ ッ プ な ど に よ り 変 わ る こ と が で
き る が 、 １ フ レ ー ム 期 間 (NTSC:１ ６ .６ ７ ms)よ り 長 い 。 こ の た め に ツ イ ス テ ッ ド ・ ネ マ テ
ィ ッ ク モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 に 動 画 を 表 示 す る よ う に な る と 、 薄 暗 く 見 え る モ ー シ ョ ン ブ
レ (Motion Burring)現 象 や 、 輪 郭 が ひ か れ る 尾 引 き (Tailing)現 象 が 表 示 画 像 で ひ ど く 現
わ れ る 。
　 こ れ に 比 べ て 、 強 誘 電 性 液 晶 (Ferroelectric Liquid Crystal;FLC)が 注 入 さ れ た 液 晶 セ
ル は 、 ツ イ ス テ ッ ド ・ ネ マ テ ィ ッ ク モ ー ド の 液 晶 セ ル と 他 の モ ー ド の 液 晶 セ ル に 比 べ て 応
答 速 度 が 速 い の で 動 画 具 現 に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 強 誘 電 性 液 晶 は 、 電 気 的 、 磁 気 的 性 質 の よ う な 領 域 が 層 構 造 を 成 し て い て 、 電 界 に 反 応
し て 仮 想 の コ ー ン (cone)に 沿 っ て 回 転 し な が ら 駆 動 す る 。 こ の よ う な 強 誘 電 性 液 晶 は 外 部
電 界 が な く て も 永 久 的 な 分 極 、 す な わ ち 、 自 発 分 極 (Spontaneous Polarization)を 持 つ の
で 、 ま る で 磁 石 と 磁 石 の 相 互 作 用 に よ り 磁 性 体 が 速 く 回 動 す る の と 同 様 の 性 質 を 有 す る 。
こ の た め に 強 誘 電 性 液 晶 は 、 外 部 電 界 が 印 加 さ れ る と 外 部 電 界 と 自 発 分 極 の 相 互 作 用 に よ
り 速 く 回 転 す る よ う に な る の で 、 他 の モ ー ド の 液 晶 に 比 べ て 応 答 速 度 が 数 百 倍 か ら 数 千 倍
ま で 速 い 。 ま た 、 強 誘 電 性 液 晶 は 、 液 晶 自 体 が 面 内 ス イ ッ チ ン グ 特 性 (In Plane Swithchi
ng)を 持 つ の で 、 特 別 な 電 極 構 造 や 補 償 フ ィ ル ム を 必 要 と せ ず に 広 視 野 角 を 具 現 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 強 誘 電 性 液 晶 は 、 電 界 の 極 性 に 応 答 し て 反 応 す る 特 性 に よ り ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド (V
-Switching mode)と ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド (Half V-Swithcing mode)に 分 け ら れ
る 。
　 ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル は 、 温 度 が 低 く な り な が ら 等 方 相 (isotrop
ic)→ ス メ ク テ ィ ッ ク A相 (Smectic A Phase:SA)→ ス メ ク テ ィ ッ ク X相 (Smectic X* Phase:S
m X*)→ 結 晶 (Crystal)へ と 熱 力 学 的 な 相 転 移 が 成 り 立 つ 。 こ こ で 、 等 方 相 は 液 晶 分 子 が 方
向 性 と 位 置 秩 序 が な い 状 態 で あ り 、 ス メ ク テ ィ ッ ク A相 は 液 晶 分 子 が 仮 想 の 層 に 分 離 し て
、 そ の 仮 想 の 層 に 垂 直 と な る よ う に 整 列 さ れ て 上 下 で 対 称 性 を 持 つ 。 そ し て 、 ス メ ク テ ィ
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ッ ク X相 は ス メ ク テ ィ ッ ク A相 と 結 晶 状 態 の 中 間 状 態 で あ る 。 ス メ ク テ ィ ッ ク X相 に 液 晶 分
子 が 相 転 移 さ れ た ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル は 、 図 １ の よ う に 正 極 性 の
外 部 電 圧 (+V)と 負 極 性 の 外 部 電 圧 (-V)に 反 応 し て 配 列 状 態 が 変 化 す る こ と で 入 射 光 の 光 透
過 率 (T)を 高 め る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド は 高 速 応 答 特 性 と 広 視 野 角 特 性 を 持 つ 長 所 が あ る が
、 静 電 容 量 値 (Capacitance Value:C)が 大 き い た め に 液 晶 セ ル を 駆 動 す る た め の 有 效 電 力
が 高 く て 、 デ ー タ 電 圧 を 維 持 す る た め の ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ (Storage Capaciter)の 静
電 容 量 値 が そ れ だ け 大 き く な る 短 所 が あ る 。 し た が っ て 、 ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド は 液 晶
表 示 装 置 に 適 用 さ れ る と 、 そ の 液 晶 表 示 装 置 の 消 費 電 力 を 大 き く し て 補 助 キ ャ パ シ タ の 電
極 面 積 を 大 き く す る の で 、 開 口 率 の 低 下 を も た ら す 。
　 こ れ に 比 べ て 、 ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド は 、 高 速 応 答 特 性 と 広 視 野 角 特 性 を 持 つ
だ け で な く 静 電 容 量 値 が 比 較 的 小 さ い の で 、 動 画 像 を 表 示 す る の に 有 利 で 液 晶 表 示 装 置 の
具 現 に さ ら に 適 合 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド は 、 図 ２ の よ う に 等 方 相 か ら ネ マ テ ィ ッ ク 相 (Nematic p
hase:N*)に 相 転 移 を 誘 発 す る 転 移 温 度 (Tni)以 下 の 温 度 、 ネ マ テ ィ ッ ク 相 (N*)か ら ス メ ク
テ ィ ッ ク C相 (Smectic C* Phase:Sm C*)に 相 転 移 を 誘 発 す る 転 移 温 度 (Tsn)、 ス メ ク テ ィ ッ
ク C相 (Sm C*)か ら 結 晶 に 相 転 移 を 誘 発 す る 転 移 温 度 (Tcs)に と 温 度 が 低 く な り な が ら 、 等
方 相 (isotropic)→ ネ マ テ ィ ッ ク 相 (N*)→ ス メ ク テ ィ ッ ク C相 (Smectic C* Phase:Sm C*)→
結 晶 (Crystal)に と 熱 力 学 的 な 相 転 移 が 成 り 立 つ 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 相 転 移 過 程 に 関 連 し て 、 ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 液 晶 セ ル を 製 作 す
る 方 法 を 図 ３ を 参 照 し て 詳 し く 説 明 す る と 次 の と お り で あ る 。 方 向 性 と 位 置 秩 序 が な い 等
方 相 の 初 期 温 度 で 、 平 行 配 向 さ れ た セ ル 内 に 強 誘 電 性 液 晶 が 注 入 さ れ る 。 こ の 等 方 相 の 温
度 か ら 所 定 温 度 ま で 低 く な る と 、 強 誘 電 性 液 晶 が ラ ビ ン グ 方 向 に 対 し て 平 行 に 配 向 さ れ る
ネ マ テ ィ ッ ク 相 (N*)に な る 。 ネ マ テ ィ ッ ク 相 (N*)で 除 々 に 温 度 を さ ら に 下 げ な が ら 液 晶 セ
ル 内 部 に 十 分 な 電 界 を 印 加 す る と 、 ネ マ テ ィ ッ ク 相 (N*)の 強 誘 電 性 液 晶 は ス メ ク テ ィ ッ ク
C相 (Sm C*)に 相 転 移 し な が ら 強 誘 電 性 液 晶 の 自 発 分 極 方 向 が セ ル 内 部 に 形 成 さ れ た 電 界 方
向 と 一 致 す る よ う に 配 列 さ れ る 。 そ の 結 果 、 液 晶 セ ル 内 で 強 誘 電 性 液 晶 は 、 平 行 配 向 処 理
さ れ た 際 の 可 能 な 二 つ の 分 子 配 列 方 向 の 中 か ら 電 界 配 向 の 際 に 印 加 し た 電 界 方 向 と 自 分 の
自 発 分 極 方 向 が 一 致 す る よ う に な り 、 全 体 的 に 均 一 な 配 向 状 態 を 持 つ 。 一 方 、 電 界 配 向 過
程 が な い と 、 ネ マ テ ィ ッ ク 相 (N*)か ら ス メ ク テ ィ ッ ク C相 (Sm C*)に 相 転 移 し な が ら 相 が 異
な る 二 つ の 分 子 配 列 が ラ ン ダ ム に 現 わ れ る 。 こ の よ う に 強 誘 電 性 液 晶 の 分 子 配 列 が ラ ン ダ
ム な 双 安 定 状 態 (Random Bistable State)に な る と 、 強 誘 電 性 液 晶 が 均 一 に 制 御 さ れ に く
い 。 こ の た め に ハ ー フ ブ イ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル は 温 度 を 下 げ な が ら 数 [V]程 度 の 低
い 直 流 電 圧 (DC Voltage)を 印 加 し て 強 誘 電 性 液 晶 を ネ マ テ ィ ッ ク 相 (N*)か ら ス メ ク テ ィ ッ
ク C相 (Sm C*)に 相 転 移 さ せ る こ と で 単 安 定 状 態 (monostable state)に 配 列 さ れ な け れ ば な
ら な い 。 図 ３ で ” × ” 印 は 図 面 上 で 垂 直 に 入 っ て 行 く 方 向 に 一 致 す る 強 誘 電 性 液 晶 の 自 発
分 極 方 向 と 電 界 方 向 を 示 す 。
　 こ の よ う な ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル が 適 用 さ れ た 液 晶 表 示 装
置 は 、 垂 直 に 電 界 を 印 加 す る た め の 電 極 が 上 板 と 下 板 に 形 成 さ れ て い て 、 上 板 と 下 板 に 互
い に 直 交 す る 偏 光 子 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ は ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル で 電 圧 に よ る 光
透 過 率 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
　 図 ４ Ａ を 参 照 す る と 、 ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル は 、 負 極 性 の
電 圧 (-V)ま た は 負 極 性 の 電 界 で 電 界 配 向 さ れ る と 、 正 極 性 の 電 圧 (+V)が 印 加 さ れ た 場 合 に
だ け 入 射 光 の 偏 光 方 向 を ９ ０ ゜ 変 換 す る こ と で 入 射 光 を 透 過 さ せ て 、 負 極 性 の 電 圧 (-V)が
印 加 さ れ る と 入 射 光 の 偏 光 方 向 を 維 持 さ せ て 入 射 光 を ほ と ん ど 遮 断 す る 。 光 透 過 率 は 正 極
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性 の 電 界 (E(+))の 強 度 に 比 例 し て 増 加 し て 、 電 界 (E(+))の 強 度 が 所 定 の し き い 値 以 上 に 大
き く な る と 最 大 値 で 維 持 さ れ る 。
　 こ れ と 反 対 に 正 極 性 の 電 圧 (+V)ま た は 正 極 性 の 電 界 に よ り ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー
ド の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル が 電 界 配 向 さ れ る と 、 そ の ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電
性 液 晶 セ ル は 図 ４ Ｂ の よ う に 負 極 性 の 電 圧 (-V)が 印 加 さ れ た 場 合 に だ け 入 射 光 を 透 過 さ せ
て 、 正 極 性 の 電 圧 (+V)が 印 加 さ れ る と 入 射 光 を ほ と ん ど 遮 断 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ を 図 ５ を 結 付 し て 詳 し く 説 明 す る 事 に す る 。
　 図 ５ は 負 極 性 の 電 界 を ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル に 印 加 し て 電
界 配 向 す る 際 の 強 誘 電 性 液 晶 配 列 と 、 正 極 性 及 び 負 極 性 の 外 部 電 界 が 印 加 さ れ る 際 の 強 誘
電 性 液 晶 配 列 の 変 化 を 示 す 。
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル が 負 極 性 の 外 部
電 界 (E(-))で 電 界 配 向 さ れ る と 強 誘 電 性 液 晶 の 自 発 分 極 方 向 (Ps)は 負 極 性 の 外 部 電 界 (E(-
))と 一 致 す る 方 向 に 均 一 に 配 向 さ れ る 。 こ の よ う に 電 界 配 向 さ れ た 後 に ハ ー フ ブ イ ス イ ッ
チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル に 正 極 性 の 外 部 電 界 (E(+))が 印 加 さ れ る と 強 誘 電 性 液 晶
の 配 列 が 変 わ り 、 そ の 自 発 分 極 方 向 (Ps)が 正 極 性 の 外 部 電 界 ((E+))と 一 致 す る 。 こ の 際 、
液 晶 表 示 装 置 の 下 板 か ら 入 射 さ れ た 入 射 光 の 偏 光 方 向 は 配 列 が 変 わ っ た 強 誘 電 性 液 晶 に よ
り 出 射 側 、 す な わ ち 、 上 板 の 偏 光 子 の 偏 光 方 向 に 変 換 さ れ て 入 射 光 は 上 板 を 通 し て 透 過 す
る 。 こ れ に 比 べ て ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル に 負 極 性 の 外 部 電 界
(E(-))が 印 加 さ れ た り 外 部 電 界 が 印 加 さ れ な い と 、 強 誘 電 性 液 晶 の 配 列 が 初 期 配 列 状 態 を
そ の ま ま 維 持 し て 入 射 光 は 偏 光 方 向 を 維 持 し て 強 誘 電 性 液 晶 に よ り 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 と こ ろ で 、 ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル は 、 正 極 性 の 電 界 (+)や
負 極 性 の 電 界 (-)で パ ネ ル 全 体 が 均 一 に 電 界 配 向 さ れ る と 、 イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 の 際 に 表
示 画 像 の 輝 度 が 低 下 し 画 面 が ち ら つ く フ リ ッ カ ー 現 象 が ひ ど く 現 わ れ る 問 題 点 が あ る 。 こ
こ で 、 イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 と 言 う の は 、 液 晶 の 劣 化 を 防 止 す る た め の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動
方 式 と し て 、 一 定 時 間 、 例 え ば 、 フ レ ー ム 期 間 (６ ０ Hz駆 動 NTSC基 準 ≒ １ ６ .７ ms)を 周 期
に 液 晶 セ ル に 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 反 転 さ れ る 駆 動 方 式 で あ る 。 こ の よ う な イ ン
バ ー ジ ョ ン 駆 動 方 式 は 、 フ レ ー ム 間 デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 反 転 さ せ る フ レ ー ム イ ン バ ー ジ ョ
ン と 、 フ レ ー ム 間 及 び 水 平 ラ イ ン 間 に デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 反 転 さ せ る ラ イ ン イ ン バ ー ジ ョ
ン と 、 フ レ ー ム 間 及 び 垂 直 ラ イ ン 間 に デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 反 転 さ せ る カ ラ ム イ ン バ ー ジ ョ
ン と 、 フ レ ー ム 間 に デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 反 転 さ せ る と 同 時 に 水 平 ラ イ ン と 垂 直 ラ イ ン 間 に
デ ー タ 電 圧 の 極 性 を 反 転 さ せ る ド ッ ト イ ン バ ー ジ ョ ン と に 分 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ド ッ ト イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 は 、 図 ６ Ａ 及 び 図 ６ Ｂ の よ う に 水 平 及 び 垂 直 ラ イ ン 方 向 す べ
て か ら 極 性 が 反 転 さ れ て フ レ ー ム ご と に そ の 極 性 が 反 転 さ れ る の で 、 水 平 及 び 垂 直 ラ イ ン
方 向 で フ リ ッ カ ー が 最 小 化 さ れ る た め 液 晶 表 示 装 置 で 主 に 適 用 さ れ て い る 。 ハ ー フ ブ イ ス
イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル が マ ト リ ク ス 形 態 に 配 列 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 の 液 晶
が 負 極 性 の 電 界 で 均 一 に 電 界 配 向 さ れ て 、 そ の 液 晶 表 示 装 置 が ド ッ ト イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式
に 駆 動 さ れ る と 、 強 誘 電 性 液 晶 セ ル が 正 極 性 の 電 界 で だ け 光 を 透 過 さ せ る の で 、 図 ７ Ａ 及
び 図 ７ Ｂ の よ う に 強 誘 電 性 液 晶 セ ル は 一 つ お き に 光 を 透 過 さ せ る 。 す な わ ち 、 奇 数 水 平 ラ
イ ン の 奇 数 液 晶 セ ル と 偶 数 水 平 ラ イ ン の 偶 数 強 誘 電 性 液 晶 セ ル は 図 ７ Ａ の よ う に 奇 数 フ レ
ー ム で 正 極 性 電 界 (+)に 応 答 し て 光 を 透 過 さ せ て 、 偶 数 フ レ ー ム で 負 極 性 電 界 (-)に 応 答 し
て 光 を 遮 断 す る 。 そ し て 奇 数 水 平 ラ イ ン の 偶 数 液 晶 セ ル と 偶 数 水 平 ラ イ ン の 奇 数 強 誘 電 性
液 晶 セ ル は 図 ７ Ｂ の よ う に 奇 数 フ レ ー ム で 負 極 性 電 界 (-)に 応 答 し て 光 を 遮 断 し て 、 偶 数
フ レ ー ム で 正 極 性 電 界 (+)に 応 答 し て 光 を 透 過 さ せ る 。 こ の 際 、 任 意 の 液 晶 セ ル に は 図 ８
の よ う に ６ ０ Hzの デ ー タ 、 す な わ ち 、 １ フ レ ー ム 期 間 ご と に 極 性 が 反 転 さ れ る 電 界 が 印 加
さ れ て 、 正 極 性 の 電 界 が 印 加 さ れ る 奇 数 フ レ ー ム 期 間 (１ Fr、 ３ Fr、 ５ Fr)に だ け 光 を 透 過
さ せ る 。 し た が っ て 、 ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル が 全 パ ネ ル に か
け て 均 一 に 電 界 配 向 さ れ て イ ン バ ー ジ ョ ン 駆 動 さ れ る と 、 観 覧 者 が １ フ レ ー ム 期 間 ご と に
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周 期 的 に 光 を 認 知 す る よ う に な る の で 表 示 画 像 の 輝 度 が 低 下 し て ち ら つ く 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ７ Ａ 及 び 図 ７ Ｂ に お い て 、 図 面 符 号 P１ '及 び P２ 'は 液 晶 パ ネ ル の 上 板 及 び 下 板 に そ れ
ぞ れ 付 着 す る 偏 光 板 の 光 軸 方 向 を 示 す 。 上 板 の 偏 光 板 と 下 板 の 偏 光 板 の 光 軸 方 向 は 互 い に
直 交 す る 。 光 を 透 過 さ せ る 液 晶 セ ル で は 、 入 射 側 の 偏 光 板 を 通 し て 入 射 す る 入 射 光 は 、 そ
の 偏 光 方 向 (P１ ま た は P２ )が 出 射 側 偏 光 板 の 偏 光 方 向 (P２ ま た は P１ )に 変 わ り 出 射 側 偏 光
板 を 通 過 す る よ う に な る 。 反 対 に 、 光 を 遮 断 す る 液 晶 セ ル で は 、 入 射 側 の 偏 光 板 を 通 し て
入 射 す る 入 射 光 は 、 そ の 偏 光 方 向 (P１ ま た は P２ )が そ の ま ま 維 持 さ れ て 出 射 側 偏 光 板 を 通
過 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 の 遅 い 応 答 特 性 だ け で な く 液 晶 の 維 持 特 性 に よ っ て も 動 画
像 具 現 の 際 に 、 モ ー シ ョ ン ブ レ や 尾 引 き 現 象 が 現 わ れ る 。 こ れ に 比 べ て 、 陰 極 線 管 (Catho
d Ray Tube:CRT)は 、 デ ー タ を 維 持 し な い で 画 像 を 瞬 間 的 に 表 示 す る イ ン パ ル ス タ イ プ の
表 示 装 置 と し て 、 動 画 像 具 現 の 際 に 、 モ ー シ ョ ン ブ レ や 尾 引 き 現 象 が ほ と ん ど 現 わ れ な い
。 言 い か え れ ば 、 陰 極 線 管 (CRT)は 、 図 ９ の よ う に １ フ レ ー ム 期 間 中 、 非 常 に 短 い 初 期 時
間 の 間 だ け 蛍 光 体 を 発 光 さ せ て デ ー タ を 表 示 し て 、 そ の 以 外 の 余 り 時 間 の 間 に 蛍 光 体 を 発
光 さ せ な い が 、 液 晶 表 示 装 置 は 図 １ ０ の よ う に ゲ ー ト ハ イ 電 圧 (Vgh)が 供 給 さ れ る ス キ ャ
ニ ン グ 期 間 の 間 、 液 晶 セ ル に デ ー タ が 充 電 さ れ て 、 ス キ ャ ニ ン グ 期 間 を 除 外 し た 余 り フ レ
ー ム 期 間 に 液 晶 セ ル 電 圧 を ほ と ん ど そ の ま ま 維 持 し て 画 像 を フ レ ー ム 期 間 の 間 表 示 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ １ 及 び 図 １ ２ の 比 較 で 分 か る よ う に 、 陰 極 線 管 (CRT)は イ ン パ ル ス 方 式 で 画 像 を 表
示 す る の で 動 画 像 に お い て 観 覧 者 の 知 覚 映 像 (Perceived image)が 鮮 明 で あ る 。 こ れ に 比
べ て 、 液 晶 表 示 装 置 は 維 持 特 性 の た め に 動 画 像 に お い て 表 示 画 像 が 薄 暗 く な る 。 こ の よ う
な 知 覚 映 像 の 差 は 、 動 き を 追 従 す る 目 で 一 時 的 に 持 続 す る 映 像 の 積 分 效 果 に 起 因 す る 。 し
た が っ て 、 液 晶 表 示 装 置 の 応 答 速 度 が 速 い と 言 っ て も 、 目 の 動 き と 毎 フ レ ー ム の 静 的 映 像
(static image)の 間 の 不 一 致 に よ り 観 覧 者 は 動 画 像 で 表 示 画 像 を 薄 暗 く 見 る こ と に な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 動 画 像 具 現 に 適 す る よ う に し た 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆
動 方 法 及 び 装 置 と 、 こ れ に 適 用 さ れ る 電 界 配 向 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 パ ネ ル 内 の 強 誘 電 性 液 晶 物
質 の 電 界 配 向 方 法 は 、 マ ト リ ク ス 形 態 に 配 列 さ れ た 多 数 の 液 晶 セ ル を 持 つ 液 晶 表 示 パ ネ ル
を 用 意 す る 段 階 と 、 第 １ 温 度 で 前 記 多 数 の 液 晶 セ ル 内 に 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 用 意 す る 段 階
と 、 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 の 温 度 を 相 転 移 温 度 以 下 に 充 分 に 低 め て 前 記 強 誘 電 性 液 晶 が ス
メ ク テ ィ ッ ク C相 を 持 つ よ う に す る 段 階 と 、 温 度 を 落 と す 間 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 電 界
を 印 加 し て 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 配 向 す る 段 階 と を 含 み 、 前 記 印 加 さ れ た 電 界 は 配 向 極 性 パ
タ ー ン を 持 ち 、 前 記 印 加 さ れ た 電 界 の 極 性 は 前 記 液 晶 セ ル の 隣 接 し た 垂 直 ラ イ ン の 間 で 反
転 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 用 意 す る 段 階 は 、 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 注 入 す る 段 階 を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 。
　 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 用 意 す る 段 階 は 、 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を デ ィ ス ペ ン シ ン グ (D
ispensing)す る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
　 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 は 、 前 記 第 １ 温 度 で 等 方 性 の 相 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る 。
　 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 は 、 前 記 第 １ 温 度 で ネ マ テ ィ ッ ク 相 を 持 つ こ と を 特 徴 と す る 。
　 前 記 相 転 移 温 度 は 大 略 ６ ０ ～ ８ ０ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 前 記 電 界 を 印 加 す る 段 階 は 、 大 略 ± １ ～ ９ Vの 電 圧 を 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 印 加 す る 段
階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
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　 前 記 配 向 極 性 パ タ ー ン と 正 反 対 の 駆 動 極 性 パ タ ー ン を 持 つ 電 界 が 印 加 さ れ た 際 に 、 前 記
印 加 さ れ た 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 含 む 液 晶 セ ル に よ り 光 が 透 過 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 方 法 は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の １ フ レ
ー ム 期 間 よ り 短 い 第 １ サ ブ フ レ ー ム 期 間 の 間 、 第 １ 極 性 パ タ ー ン を 持 つ 第 １ 駆 動 デ ー タ 電
圧 を 、 配 向 さ れ た 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 含 む 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル 内 の 液 晶 セ ル に 供 給 す る 段
階 と 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 前 記 フ レ ー ム 期 間 の 第 ２ サ ブ フ レ ー ム 期 間 の 間 、 前 記 配 向 さ
れ た 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 含 む 前 記 液 晶 セ ル に 第 ２ 極 性 パ タ ー ン を 持 つ 第 ２ 駆 動 デ ー タ 電 圧
を 供 給 す る 段 階 と を 含 み 、 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 は 、 配 向 極 性 パ タ ー ン を 持 つ 電 界 が 印 加
さ れ る 際 に 配 向 さ れ 、 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 の 温 度 を ネ マ テ ィ ッ ク 相 か ら ス メ ク テ ィ ッ ク
相 へ の 相 転 移 温 度 以 下 に 低 め る 間 、 前 記 印 加 さ れ た 電 界 の 極 性 は 前 記 液 晶 セ ル の 隣 接 す る
垂 直 ラ イ ン の 間 で 反 転 さ れ 、 前 記 第 ２ 極 性 パ タ ー ン は 前 記 第 １ 極 性 パ タ ー ン と 相 反 し て 、
前 記 第 ２ サ ブ フ レ ー ム 期 間 は 第 １ サ ブ フ レ ー ム 期 間 以 後 、 前 記 フ レ ー ム 期 間 の 余 り 期 間 と
実 質 的 に 同 一 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 連 続 的 に 配 列 さ れ た 隣 接 し た 垂 直 ラ イ ン に 供 給 さ れ る 前 記 第 １ 極
性 パ タ ー ン 及 び ２ 極 性 パ タ ー ン を 持 つ 駆 動 デ ー タ 電 圧 の 極 性 は 、 互 い に 相 反 す る こ と を 特
徴 と す る 。
　 前 記 液 晶 セ ル の そ れ ぞ れ に 印 加 さ れ る 前 記 駆 動 デ ー タ 電 圧 の 前 記 極 性 が 、 連 続 す る サ ブ
フ レ ー ム 期 間 の 間 で 反 転 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 方 法 は 、 前 記 第 １ 駆 動 デ ー タ 電 圧
及 び ２ 駆 動 デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 液 晶 セ ル の １ 水 平 ラ イ ン を 選 択 す る た め に ス キ ャ ン 信
号 を 供 給 す る 段 階 を さ ら に 含 む 。
　 前 記 第 １ 極 性 パ タ ー ン は 前 記 配 向 極 性 パ タ ー ン と 実 質 的 に 同 一 で あ り 、 前 記 第 ２ 極 性 パ
タ ー ン は 前 記 配 向 極 性 パ タ ー ン と 相 反 し て い て 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 各 フ レ ー ム 期 間 内
の 前 記 第 １ サ ブ フ レ ー ム 期 間 が 、 前 記 第 ２ サ ブ フ レ ー ム 期 間 に 優 先 し て 発 生 す る こ と を 特
徴 と す る 。
　 前 記 配 向 極 性 パ タ ー ン と 正 反 対 の 駆 動 極 性 パ タ ー ン を 持 つ 電 界 が 印 加 さ れ た 際 に 、 前 記
印 加 さ れ た 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 含 む 液 晶 セ ル に よ り 光 が 透 過 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 は 、 デ ー タ の 印 加 の た め の デ
ー タ 駆 動 回 路 と 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の １ フ レ ー ム 期 間 よ り 短 い 第 １ サ ブ フ レ ー ム 期 間 の 間 、
配 向 さ れ た 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 含 む 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル 内 の 液 晶 セ ル に 供 給 さ れ る 第 １ 極
性 パ タ ー ン を 持 つ 第 １ 駆 動 デ ー タ 電 圧 と 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 前 記 フ レ ー ム 期 間 の 第 ２
サ ブ フ レ ー ム 期 間 の 間 、 前 記 液 晶 セ ル に 供 給 さ れ る 第 ２ 極 性 パ タ ー ン を 持 つ 第 ２ 駆 動 デ ー
タ 電 圧 と を 含 み 、 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 は 、 配 向 極 性 パ タ ー ン を 持 つ 電 界 が 印 加 さ れ る 際
に 配 向 さ れ 、 前 記 強 誘 電 性 液 晶 物 質 の 温 度 を ネ マ テ ィ ッ ク 相 か ら ス メ ク テ ィ ッ ク 相 へ の 相
転 移 温 度 以 下 に 低 め る 間 、 前 記 印 加 さ れ た 電 界 の 極 性 は 前 記 液 晶 セ ル の 隣 接 す る 垂 直 ラ イ
ン の 間 で 反 転 さ れ 、 前 記 第 ２ 極 性 パ タ ー ン は 前 記 第 １ 極 性 パ タ ー ン と 相 反 し て お り 、 前 記
第 ２ サ ブ フ レ ー ム 期 間 は 第 １ サ ブ フ レ ー ム 期 間 以 後 、 前 記 フ レ ー ム 期 間 の 余 り 期 間 と 実 質
的 に 同 一 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 は 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ て 、 交 番 的 に 前 記
第 １ 駆 動 デ ー タ 電 圧 及 び 第 ２ 駆 動 デ ー タ 電 圧 を 前 記 液 晶 セ ル に 供 給 し 、 印 加 さ れ た 駆 動 デ
ー タ 電 圧 の 極 性 は 、 前 記 液 晶 セ ル の 隣 接 し た 垂 直 ラ イ ン の 間 で 反 転 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 。
　 前 記 第 １ 極 性 パ タ ー ン は 前 記 配 向 極 性 パ タ ー ン と 実 質 的 に 同 一 で あ り 、 前 記 第 ２ 極 性 パ
タ ー ン は 前 記 配 向 極 性 パ タ ー ン と 相 反 し て い て 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 各 フ レ ー ム 期 間 内
に 前 記 第 １ サ ブ フ レ ー ム 期 間 が 前 記 第 ２ サ ブ フ レ ー ム 期 間 に 優 先 し て 発 生 す る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 は 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の ゲ
ー ト ラ イ ン に 接 続 さ れ て ス キ ャ ン 信 号 を 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 供 給 す る こ と で 、 前 記 第 １
駆 動 デ ー タ 電 圧 及 び ２ 駆 動 デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 液 晶 セ ル の １ 垂 直 ラ イ ン を 選 択 す る た
め の ス キ ャ ン 駆 動 回 路 を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 装 置 は 、 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 と ス
キ ャ ン 駆 動 回 路 を 駆 動 す る た め の タ イ ミ ン グ 制 御 部 を さ ら に 含 み 、 そ れ ぞ れ の 駆 動 デ ー タ
電 圧 は 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 各 フ レ ー ム 期 間 の 間 、 少 な く と も 一 度 ず つ 前 記 液 晶 セ ル に
供 給 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 前 記 タ イ ミ ン グ 制 御 部 は 、 約 １ ２ ０ Hzの 周 波 数 で 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 と 前 記 ス キ ャ ン 駆
動 回 路 を 駆 動 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 前 記 配 向 極 性 パ タ ー ン と 正 反 対 の 駆 動 極 性 パ タ ー ン を 持 つ 電 界 が 印 加 さ れ た 際 に 、 前 記
印 加 さ れ た 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 含 む 液 晶 セ ル に よ り 光 が 透 過 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 前 記 配 向 極 性 パ タ ー ン と 実 質 的 に 同 一 な 駆 動 極 性 パ タ ー ン を 持 つ 電 界 が 印 加 さ れ る 際 、
前 記 印 加 さ れ た 強 誘 電 性 液 晶 物 質 を 含 む 液 晶 セ ル に よ り 光 が 透 過 し な い こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 電 界 配 向 方 法 は 、 隣 接 し た 垂 直 ラ イ ン
間 に 極 性 が 反 転 さ れ る 外 部 電 界 、 す な わ ち 、 カ ラ ム イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 の 電 界 を 強 誘 電 性
液 晶 セ ル に 印 加 し て 、 そ の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル を 電 界 配 向 さ せ る よ う に な る 。 そ し て 、 本 発
明 に 係 る 強 誘 電 性 液 晶 表 示 パ ネ ル の 駆 動 方 法 及 び 装 置 は カ ラ ム イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 で 電 界
配 向 さ れ た 強 誘 電 性 液 晶 セ ル を ２ 倍 速 の カ ラ ム イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 で 駆 動 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 強 誘 電 性 液 晶 表 示 装 置 の 電 界 配 向 方 法 は 隣 接 し
た 垂 直 ラ イ ン 間 に 極 性 が 反 転 さ れ る 外 部 電 界 、 す な わ ち 、 カ ラ ム イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 の 電
界 を 強 誘 電 性 液 晶 セ ル に 印 加 し て 、 そ の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル を 電 界 配 向 さ せ る 。 そ し て 、 本
発 明 に 係 る 強 誘 電 性 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 及 び 装 置 は カ ラ ム イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 で 電 界
配 向 さ れ た 強 誘 電 性 液 晶 セ ル を ２ 倍 速 の カ ラ ム イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 で 駆 動 し て 画 像 を 表 示
す る こ と で 高 速 応 答 特 性 と イ ン パ ル ス タ イ プ の 光 放 出 特 性 を 利 用 し て 、 動 画 像 具 現 の 際 、
モ ー シ ョ ン ブ レ や 尾 引 き を 最 小 化 し て 表 示 品 質 を 高 め る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 目 的 以 外 の 本 発 明 の 他 の 目 的 及 び 利 点 は 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し た 本 発 明 の 好 ま し
い 実 施 例 に つ い て の 詳 細 な 説 明 を 通 し て 明 ら か に な る 。
　 以 下 、 発 明 の 実 施 例 を 、 添 付 し た 図 １ ３ 乃 至 図 ２ ３ を 参 照 し て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ ３ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 強 誘 電 性 液 晶 表 示 装 置 の 電 界 配 向 方 法 は 、
先 ず 、 液 晶 分 子 が 等 方 相 に 配 列 さ れ る 初 期 温 度 で 平 行 配 向 さ れ た 液 晶 パ ネ ル の 液 晶 セ ル 内
に 強 誘 電 性 液 晶 が 注 入 さ れ る (S１ 段 階 )。 初 期 温 度 か ら 、 強 誘 電 性 液 晶 が 等 方 相 か ら ネ マ
テ ィ ッ ク 相 (N*)に 相 転 移 す る 転 移 温 度 (Tni)以 下 ま で 低 め る と 、 強 誘 電 性 液 晶 の 配 列 は ネ
マ テ ィ ッ ク 相 (N*)に 変 化 す る (S２ 及 び S３ 段 階 )。 こ こ で 、 液 晶 分 子 が 等 方 相 に 配 列 さ れ る
初 期 温 度 は 大 略 １ ０ ０ ℃ 内 外 で あ り 、 強 誘 電 性 液 晶 を 等 方 相 か ら ネ マ テ ィ ッ ク 相 (N*)に 相
転 移 す る 転 移 温 度 (Tni)は 大 略 ９ ０ ℃ ～ １ ０ ０ ℃ 程 度 で あ る 。 引 き 継 い て 、 強 誘 電 性 液 晶
を ネ マ テ ィ ッ ク 相 か ら ス メ ク テ ィ ッ ク C相 (Sm C*)に 相 転 移 す る 転 移 温 度 (Tsn)以 下 ま で 温
度 を さ ら に 下 げ な が ら 、 電 界 配 向 の た め に 液 晶 パ ネ ル の 上 板 電 極 と 下 板 電 極 に カ ラ ム イ ン
バ ー ジ ョ ン 方 式 の 直 流 外 部 電 界 が 印 加 さ れ る (S４ 及 び S５ 段 階 )。 強 誘 電 性 液 晶 が ネ マ テ ィ
ッ ク 相 か ら ス メ ク テ ィ ッ ク C相 (Sm C*)に 相 転 移 す る 転 移 温 度 (Tsn)は 大 略 ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃
程 度 で 、 電 界 配 向 の 際 に 印 加 さ れ る 直 流 外 部 電 界 は 数 V、 例 え ば 、 大 略 ± １ ～ ９ V程 度 で あ
る 。 S４ 及 び S５ 段 階 に よ り 強 誘 電 性 液 晶 は ネ マ テ ィ ッ ク 相 (N*)か ら ス メ ク テ ィ ッ ク C相 (Sm
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 C*)に 相 転 移 さ れ て 、 そ の 自 発 分 極 方 向 が 外 部 電 界 方 向 と 一 致 す る よ う に 配 列 さ れ る (S６
段 階 )。 S１ 乃 至 S４ 段 階 に お い て 、 転 移 温 度 (Tni、 Tsn)は 強 誘 電 性 液 晶 の 材 料 に よ っ て 変
わ る 。
　 一 方 、 初 期 状 態 で ネ マ テ ィ ッ ク 相 (N*)の 強 誘 電 性 液 晶 が セ ル 内 に 注 入 さ れ て 外 部 温 度 が
低 め ら れ る 環 境 下 に お い て 外 部 電 界 が 印 加 さ れ る こ と で 、 ネ マ テ ィ ッ ク 相 (N*)の 強 誘 電 性
液 晶 は ス メ ク テ ィ ッ ク C相 (Sm C*)に 相 転 移 す る こ と も で き る 。 言 い か え れ ば 、 図 １ ３ で S
１ 及 び S２ 段 階 を 省 略 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 と 電 界 配 向 の 際 の 電 界 を 説 明
す る 図 を 示 す 。
　 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 m個 の デ ー タ
ラ イ ン (D１ 乃 至 Dm)と n個 の ゲ ー ト ラ イ ン (G１ 乃 至 Gn)と が 直 交 し て 、 デ ー タ ラ イ ン (D１ 乃
至 Dm)と ゲ ー ト ラ イ ン (G１ 乃 至 Gn)の 交 差 部 に 液 晶 セ ル を 駆 動 す る た め の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
(Thin Film Transister:以 下 ” TFT” と 言 う )が 形 成 さ れ た TFTア レ イ 基 板 (１ )と 、 ブ ラ ッ
ク マ ト リ ク ス (１ ４ )と カ ラ ー フ ィ ル タ ー (１ ３ )が 形 成 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ ー ア レ イ 基 板
(１ ２ )と 、 TFTア レ イ 基 板 (１ )と カ ラ ー フ ィ ル タ ー ア レ イ 基 板 (１ ２ )の 間 に 注 入 さ れ た 強
誘 電 性 液 晶 (１ １ )と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 TFTア レ イ 基 板 (１ )に お い て 、 TFTの ゲ ー ト 電 極 (２ )は ス キ ャ ン 信 号 、 す な わ ち 、 ゲ ー ト
ハ イ 電 圧 が 供 給 さ れ る ゲ ー ト ラ イ ン (G１ 乃 至 Gn)に 接 続 さ れ て お り 、 TFTの ソ ー ス 電 極 (６ )
は デ ー タ 電 圧 が 供 給 さ れ る デ ー タ ラ イ ン (D１ 乃 至 Dm)に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 TFTの ド レ イ
ン 電 極 (７ )は 画 素 電 極 (９ )に 接 続 さ れ る 。 ソ ー ス /ド レ イ ン 電 極 (６ ， ７ )及 び デ ー タ ラ イ
ン (D１ 乃 至 Dm)を 含 ん だ ソ ー ス /ド レ イ ン 金 属 層 と 、 ゲ ー ト 電 極 (２ )及 び ゲ ー ト ラ イ ン (G１
乃 至 Gn)を 含 ん だ ゲ ー ト 金 属 層 の 間 に は 二 つ の 金 属 層 の 間 を 絶 縁 さ せ る 無 機 絶 縁 物 質 の ゲ
ー ト 絶 縁 膜 (３ )が 形 成 さ れ る 。 そ し て ゲ ー ト 絶 縁 膜 (３ )と ソ ー ス /ド レ イ ン 電 極 (６ ， ７ )
の 間 に は TFTの ソ ー ス /ド レ イ ン 間 チ ャ ン ネ ル を 形 成 す る た め の 活 性 層 (４ )と オ ー ミ ッ ク 接
触 層 (５ )が 形 成 さ れ る 。 活 性 層 (４ )は 真 性 の ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 半 導 体 で あ り 、 オ ー ミ
ッ ク 接 触 層 (５ )は n型 、 ま た は p型 の 不 純 物 が ド ー ピ ン グ さ れ た 半 導 体 層 で あ る 。 こ の よ う
な TFTと ゲ ー ト 絶 縁 膜 (３ )上 に は 無 機 、 ま た は 有 機 絶 縁 物 質 の 保 護 層 (８ )が 形 成 さ れ る 。
画 素 電 極 (９ )は 保 護 層 (８ )を 貫 通 す る コ ン タ ク ト ホ ー ル を 経 由 し て TFTの ド レ イ ン 電 極 (７
)に 接 続 さ れ る 。 強 誘 電 性 液 晶 (１ １ )と 接 す る TFTア レ イ 基 板 (１ )の 表 面 に は 配 向 膜 (１ ０ )
が 全 面 印 刷 さ れ る 。 こ の よ う な TFTア レ イ 基 板 (１ )の 背 面 に は 一 定 な 線 偏 光 方 向 の 光 だ け
を 透 過 さ せ る た め の 偏 光 板 (１ ７ )が 付 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 カ ラ ー フ ィ ル タ ー ア レ イ 基 板 (１ ２ )に お い て 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス (１ ４ )は 、 液 晶 セ ル
の 間 の 境 界 領 域 と TFT領 域 に 隣 接 し た 液 晶 セ ル の 間 の 光 学 的 特 性 が 良 く な い 領 域 を 遮 断 す
る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ ー (１ ３ )は 、 赤 色 、 緑 色 及 び 青 色 の 広 帯 域 の 中 か ら い ず れ か の 帯 域 の
光 だ け を 透 過 さ せ て 、 余 り 波 長 帯 域 の 光 を 遮 断 す る こ と で 表 示 画 像 の カ ラ ー を 具 現 す る 役
目 を す る 。 こ の カ ラ ー フ ィ ル タ ー ア レ イ 基 板 (１ ２ )上 に は 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス (１ ４ )と
カ ラ ー フ ィ ル タ ー (１ ３ )を 覆 う よ う に 全 面 蒸 着 さ れ た 透 明 伝 導 性 物 質 の 共 通 電 極 (１ ５ )が
形 成 さ れ て い て 、 そ の 上 に 配 向 膜 (１ ６ )が 印 刷 さ れ る 。 表 示 面 に 該 当 す る カ ラ ー フ ィ ル タ
ー ア レ イ 基 板 (１ ２ )の 前 面 に は 偏 光 板 (１ ８ )が 付 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 TFTア レ イ 基 板 (１ )と カ ラ ー フ ィ ル タ ー ア レ イ 基 板 (１ ２ )の そ れ ぞ れ に 付 着 さ れ た 偏 光
板 (１ ８ )は 互 い に 偏 光 方 向 が 直 交 す る 。
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 の 電 界 配 向 の 際 に は 、 デ ー タ ラ イ ン (D１ 乃 至 Dm)は 図 示 し な い
カ ラ ム イ ン バ ー ジ ョ ン 用 デ ー タ 駆 動 回 路 に 接 続 さ れ 、 ゲ ー ト ラ イ ン (G１ 乃 至 Gn)は 図 示 し
な い 導 電 性 の シ ョ ー テ ィ ン グ バ ー (Shorting bar)に 共 通 に 接 続 さ れ る 。 電 界 配 向 の 際 、 シ
ョ ー テ ィ ン グ バ ー を 経 由 し て ゲ ー ト ラ イ ン (G１ 乃 至 Gn)に ゲ ー ト ハ イ 電 圧 が 同 時 に 印 加 さ
れ る 。 こ の 際 、 TFTの ソ ー ス 電 極 (６ )と ド レ イ ン 電 極 (７ )の 間 に 電 気 的 な チ ャ ン ネ ル が 導

10

20

30

40

50

(10) JP 2004-94227 A 2004.3.25



通 す る 。 TFTの ソ ー ス 電 極 (６ )と ド レ イ ン 電 極 (７ )の 間 に チ ャ ン ネ ル が 導 通 し た 期 間 、 カ
ラ ム イ ン バ ー ジ ョ ン 用 デ ー タ 駆 動 回 路 に よ り デ ー タ ラ イ ン (D１ 乃 至 Dm)に 直 流 電 圧 が 供 給
さ れ る 。 デ ー タ ラ イ ン (D１ 乃 至 Dm)に 印 加 さ れ る 直 流 電 圧 は 、 カ ラ ム イ ン バ ー ジ ョ ン 用 駆
動 回 路 に よ り 隣 接 し た ラ イ ン ご と に 極 性 が 反 転 さ れ る 。 例 え ば 、 図 １ ４ の よ う に 奇 数 デ ー
タ ラ イ ン (D１ 、 D３ 、 ...、 Dm-１ )に は 負 極 性 の 直 流 電 圧 が 供 給 さ れ る 反 面 、 偶 数 デ ー タ ラ
イ ン (D２ 、 D４ 、 ...、 Dm)に は 正 極 性 の 直 流 電 圧 が 供 給 さ れ る 。 そ う す る と TFTの ソ ー ス /
ド レ イ ン 間 チ ャ ン ネ ル を 通 し て 奇 数 デ ー タ ラ イ ン (D１ 、 D３ 、 ...、 Dm-１ )に 接 続 さ れ た 画
素 電 極 (９ )に は 負 極 性 の 直 流 電 圧 が 供 給 さ れ て 、 偶 数 デ ー タ ラ イ ン (D２ 、 D４ 、 ...、 Dm)
に は 正 極 性 の 直 流 電 圧 が 供 給 さ れ る 。 こ の よ う に デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 隣 接 し た デ ー タ ラ イ
ン (D１ 乃 至 Dm)ご と に 極 性 が 反 転 さ れ る と 同 時 に 、 強 誘 電 性 液 晶 が ネ マ テ ィ ッ ク 相 (N*)か
ら ス メ ク テ ィ ッ ク C(Sm C*)に 相 転 移 す る 転 移 温 度 (Tsn)以 下 に 温 度 が 低 く な り な が ら 、 負
極 性 の デ ー タ 電 圧 (-V)が 印 加 さ れ る 奇 数 垂 直 ラ イ ン の 強 誘 電 性 液 晶 (１ １ )は 、 そ の 自 発 分
極 方 向 (Ps)が 負 極 性 の 電 界 (E(-))方 向 と 一 致 す る 。 こ れ と 反 対 に 、 正 極 性 の デ ー タ 電 圧 (+
V)が 印 加 さ れ る 奇 数 垂 直 ラ イ ン の 強 誘 電 性 液 晶 (１ １ )は 、 そ の 自 発 分 極 方 向 (Ps)が 正 極 性
の 電 界 (E(+))方 向 と 一 致 す る 。 し た が っ て 、 奇 数 垂 直 ラ イ ン の 液 晶 セ ル (Clc)は 正 極 性 の
デ ー タ 電 圧 (+V)に 応 答 し て 光 を 透 過 し て 、 そ の デ ー タ 電 圧 の 大 き さ に よ っ て 透 過 光 量 を 制
御 す る 。 そ し て 偶 数 垂 直 ラ イ ン の 液 晶 セ ル (Clc)は 負 極 性 の デ ー タ 電 圧 (-V)に 応 答 し て 光
を 透 過 し て 、 そ の デ ー タ 電 圧 の 大 き さ に よ っ て 透 過 光 量 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ４ に お い て 、 図 面 符 号 ” Cst” は 液 晶 セ ル (Clc)に 接 続 さ れ て 液 晶 セ ル (Clc)が デ ー
タ 電 圧 を 維 持 す る よ う に す る ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ (Storage Capacitor)で あ る 。 こ の ス
ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ (Cst)は 、 k番 目 (た だ し 、 kは １ と mの 間 の 陽 の 正 数 )の ラ イ ン に 接 続 さ
れ た 液 晶 セ ル (Clc)と 、 k-１ 番 目 の 前 端 ゲ ー ト ラ イ ン (G１ 乃 至 Gn-１ )と の 間 に 接 続 す る こ
と も で き 、 前 記 k番 目 の ラ イ ン に 接 続 さ れ た 液 晶 セ ル (Clc)と 別 途 の 図 示 し な い 共 通 ラ イ ン
に 接 続 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ ６ は 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 を 示 す 。
　 図 １ ６ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 は 、 ハ ー フ ブ イ ス
イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル が マ ト リ ク ス 形 態 に 配 列 さ れ た 液 晶 パ ネ ル (６ ４ )と
、 液 晶 パ ネ ル (６ ４ )の デ ー タ ラ イ ン (D１ 乃 至 Dm)に デ ー タ を 供 給 す る た め の カ ラ ム イ ン バ
ー ジ ョ ン 用 デ ー タ 駆 動 回 路 (６ ２ )と 、 液 晶 パ ネ ル (６ ４ )の ゲ ー ト ラ イ ン (G１ 乃 至 Gn)に ス
キ ャ ン パ ル ス を 供 給 す る た め の ゲ ー ト 駆 動 回 路 (６ ３ )と 、 カ ラ ム イ ン バ ー ジ ョ ン 用 デ ー タ
駆 動 回 路 (６ ２ )と ゲ ー ト 駆 動 回 路 (６ ３ )を ２ 倍 速 駆 動 さ せ る た め の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー
ラ ー (６ １ )を 具 備 す る 。
　 液 晶 パ ネ ル (６ ４ )に つ い て は 、 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ に 図 示 し た も の と 実 質 的 に 同 一 な 構 造
を 持 つ の で 詳 細 な 説 明 を 略 す る 事 に す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ー (６ １ )は 、 図 示 し な い メ イ ン 駆 動 回 路 ボ ー ド か ら 入 力 さ れ る
垂 直 /水 平 同 期 信 号 (V、 H)と メ イ ン ク ロ ッ ク (MCLK)の 周 波 数 を ２ 倍 逓 倍 し て 、 ２ 倍 逓 倍 さ
れ た 垂 直 /水 平 同 期 信 号 (V、 H)を 利 用 し て ２ 倍 速 ゲ ー ト 制 御 信 号 (２ GDC)と ２ 倍 速 デ ー タ 制
御 信 号 (２ DDC)を 発 生 す る 。 こ こ で 、 ２ 倍 速 ゲ ー ト 制 御 信 号 (２ GDC)と ２ 倍 速 デ ー タ 制 御 信
号 (２ DDC)は 、 １ 画 面 を １ フ レ ー ム 期 間 の 間 、 １ 回 ス キ ャ ン し て 表 示 す る た め に 、 正 常 周
波 数 を 基 準 に 発 生 さ れ た ゲ ー ト 制 御 信 号 と デ ー タ 制 御 信 号 に 比 べ て ２ 倍 の 周 波 数 を 持 つ 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 カ ラ ム イ ン バ ー ジ ョ ン 用 デ ー タ 駆 動 回 路 (６ ２ )は 、 図 １ ７ の よ う に n個 の デ ー タ ラ イ ン (
D１ 乃 至 Dn)を 駆 動 す る た め に 、 そ れ ぞ れ p個 (た だ し 、 pは nよ り 小 さ い 陽 の 正 数 )の デ ー タ
ラ イ ン (D１ 乃 至 Dp)を 駆 動 す る た め の 集 積 回 路 (Integrated Circuit:IC)に 集 積 さ れ て 液 晶
パ ネ ル の ガ ラ ス 基 板 上 に 実 装 さ れ る 。
　 こ の デ ー タ 駆 動 回 路 (６ ２ )は 、 図 １ ６ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ー (６ １ )と デ ー タ ラ イ
ン (D１ 乃 至 Dm)の 間 に 従 属 的 に 接 続 さ れ た 、 シ フ ト レ ジ ス タ ー (７ １ )、 デ ー タ レ ジ ス タ ー (
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７ ２ )、 第 １ ラ ッ チ (７ ３ )、 第 ２ ラ ッ チ (７ ４ )、 デ ジ タ ル /ア ナ ロ グ 変 換 器 (以 下 、 ” DAC”
と 言 う )(７ ５ )及 び 出 力 回 路 (７ ６ )を 含 む 。 こ の カ ラ ム イ ン バ ー ジ ョ ン 用 デ ー タ 駆 動 回 路 (
６ ２ )に 供 給 さ れ る ２ 倍 速 デ ー タ 制 御 信 号 (２ DDC)は 、 正 常 周 波 数 に 比 べ て 周 波 数 が そ れ ぞ
れ ２ 倍 逓 倍 さ れ た ソ ー ス ス タ ー ト パ ル ス (２ SSP)、 ソ ー ス シ フ ト ク ロ ッ ク (２ SSC)、 ソ ー ス
出 力 信 号 (２ SOE)、 極 性 制 御 信 号 (２ POL)を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 シ フ ト レ ジ ス タ ー (７ １ )は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ー (６ １ )か ら の ２ 倍 速 ソ ー ス ス タ
ー ト パ ル ス (２ SSP)を 、 ２ 倍 速 ソ ー ス サ ン プ リ ン グ ク ロ ッ ク (２ SSC)に よ っ て シ フ ト さ せ て
サ ン プ リ ン グ 信 号 を 発 生 す る 。 ま た 、 シ フ ト レ ジ ス タ ー (７ １ )は 、 ２ 倍 速 ソ ー ス ス タ ー ト
パ ル ス (２ SSP)を シ フ ト さ せ て 次 の 端 の シ フ ト レ ジ ス タ ー (７ １ )に キ ャ リ ー 信 号 (CAR)を 伝
達 す る 。
　 デ ー タ レ ジ ス タ ー (７ ２ )は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ー (６ １ )に よ り 分 離 さ れ た 奇 数 デ
ー タ (RGBodd)と 偶 数 デ ー タ (RGBeven)を 一 時 貯 蔵 し て 、 貯 蔵 さ れ た デ ー タ (RGBodd、 RGBeve
n)を 第 １ ラ ッ チ (７ ３ )に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 １ ラ ッ チ (７ ３ )は 、 シ フ ト レ ジ ス タ ー (７ １ )か ら 順 次 的 に 入 力 さ れ る サ ン プ リ ン グ 信
号 に 応 答 し て 、 デ ー タ レ ジ ス タ ー (７ ２ )か ら の 画 素 デ ー タ (RGBeven、 RGBodd)を サ ン プ リ
ン グ し て １ 水 平 ラ イ ン 分 ず つ ラ ッ チ し た 後 、 １ 水 平 ラ イ ン 分 の デ ー タ を 同 時 に 出 力 す る 。
　 第 ２ ラ ッ チ (７ ４ )は 、 第 １ ラ ッ チ (７ ３ )か ら 入 力 さ れ る １ 水 平 ラ イ ン 分 の デ ー タ を ラ ッ
チ し た 後 、 ラ ッ チ さ れ た デ ー タ を タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ー (６ １ )か ら の ２ 倍 速 ソ ー ス 出
力 信 号 (２ SOE)に 応 答 し て 同 時 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 デ ジ タ ル ／ ア ナ ロ グ 変 換 器 DAC(７ ５ )は 、 図 １ ８ の よ う に 、 正 極 性 ガ ン マ 電 圧 (DGH)が 供
給 さ れ る P-デ コ ー ダ ー (PDEC)(８ ３ )、 負 極 性 ガ ン マ 電 圧 (DGL)が 供 給 さ れ る N-デ コ ー ダ ー (
NDEC)(８ ４ )と 、 P-デ コ ー ダ ー (８ ３ )の 出 力 と N-デ コ ー ダ ー (８ ４ )の 出 力 の 中 か ら い ず れ
か を 選 択 す る た め の マ ル チ プ レ ク サ ー (８ １ )を 含 む 。 P-デ コ ー ダ ー (８ ３ )は 、 第 ２ ラ ッ チ
(７ ４ )か ら 入 力 さ れ る デ ジ タ ル デ ー タ を デ コ ー ド し て 、 そ れ に 該 当 す る 正 極 性 ガ ン マ 電 圧
(DGH)を 選 択 し 、 N-デ コ ー ダ ー (８ ４ )は 、 第 ２ ラ ッ チ (７ ４ )か ら 入 力 さ れ る デ ジ タ ル デ ー
タ を デ コ ー ド し て 、 そ れ に 該 当 す る 負 極 性 ガ ン マ 電 圧 (DGL)を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 マ ル チ プ レ ク サ ー (８ １ )は 、 ２ 倍 速 極 性 制 御 信 号 (２ POL)に 応 答 し て 正 極 性 の ガ ン マ 電
圧 (DGH)と 負 極 性 の ガ ン マ 電 圧 (DGL)を １ /２ フ レ ー ム 期 間 単 位 で 交 番 的 に 選 択 す る 。 出 力
回 路 (７ ６ )は バ ッ フ ァ ー (８ ５ )に 具 現 さ れ て デ ー タ ラ イ ン (D１ 乃 至 Dm)に 供 給 さ れ る デ ー
タ 電 圧 の 信 号 減 衰 を 最 小 化 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ７ の ガ ン マ 電 圧 供 給 部 (７ ７ )は 、 図 示 し な い ガ ン マ 基 準 電 圧 発 生 回 路 か ら 入 力 さ れ
る ガ ン マ 基 準 電 圧 を 細 分 化 し て 、 各 階 調 に 対 応 す る ガ ン マ 電 圧 を DAC(７ ５ )に 供 給 す る 。
こ の ガ ン マ 電 圧 供 給 部 (７ ７ )は 、 正 極 性 の ガ ン マ 電 圧 (DGH)を 発 生 す る た め の 回 路 と 負 極
性 の ガ ン マ 電 圧 (DGL)を 発 生 す る た め の 回 路 と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ ６ に 図 示 し た ゲ ー ト 駆 動 回 路 (６ ３ )は 、 図 １ ９ の よ う に タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ー
(６ １ )か ら の ２ 倍 速 ゲ ー ト 制 御 信 号 (２ GDC)に 応 答 し て 、 ス キ ャ ン パ ル ス 、 す な わ ち 、 ゲ
ー ト ハ イ 電 圧 (Gate High Voltagh)を 順 次 的 に 発 生 す る シ フ ト レ ジ ス タ ー (９ １ )と 、 ス キ
ャ ン パ ル ス の 電 圧 を 液 晶 セ ル (Clc)の 駆 動 に 適 合 す る レ ベ ル に シ フ ト さ せ る た め の レ ベ ル
シ フ タ (９ ２ )な ど で 構 成 さ れ る 。
　 ２ 倍 速 ゲ ー ト 制 御 信 号 (２ GDC)は 、 正 常 周 波 数 に 比 べ て 周 波 数 が 各 々 ２ 倍 逓 倍 さ れ た ２
倍 速 ゲ ー ト ス タ ー ト パ ル ス (２ GSP)、 ２ 倍 速 ゲ ー ト シ フ ト ク ロ ッ ク (２ GSC)、 ２ 倍 速 ゲ ー ト
出 力 信 号 (２ GOE)な ど を 含 む 。 こ の よ う な ゲ ー ト 駆 動 回 路 (６ ３ )は 、 ２ 倍 速 ゲ ー ト 制 御 信
号 (２ GDC)に 応 答 し て １ /２ フ レ ー ム 期 間 内 に n個 の 水 平 ラ イ ン を １ 回 ス キ ャ ン す る こ と が
で き る よ う に 、 １ /２ フ レ ー ム 期 間 内 に n個 の ス キ ャ ン パ ル ス を 順 次 的 に 発 生 す る よ う に な
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る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ２ ０ の よ う に 、 電 界 配 向 の 際 、 奇 数 垂 直 ラ イ ン の 液 晶 セ ル ((１ ， １ )乃 至 (１ 、 n)、 (
３ 、 １ )乃 至 (３ 、 n)、 ...、 (m-１ )乃 至 (m-１ 、 n))が 負 極 性 の 外 部 電 界 (-)に よ り 電 界 配 向
さ れ て 、 偶 数 垂 直 ラ イ ン の 液 晶 セ ル ((２ 、 １ )乃 至 (２ 、 n)、 ..、 (m-２ 、 １ )乃 至 (m-２ 、 n
)、 (m、 １ )乃 至 (m、 n))が 正 極 性 の 外 部 電 界 (+)に よ り 電 界 配 向 さ れ た 場 合 を 仮 定 し て 本 発
明 の 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 動 作 を 説 明 す る と 次 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 カ ラ ム イ ン バ ー ジ ョ ン 用 デ ー タ 駆 動 回 路 (６ ２ )に よ り 、 デ ー タ ラ イ ン (D１ 乃 至 Dn)に 図
２ １ の よ う に １ /２ フ レ ー ム 期 間 (≒ ８ .３ ms)周 期 に 極 性 が 反 転 さ れ る デ ー タ が 供 給 さ れ 、
ゲ ー ト 駆 動 回 路 (６ ３ )に よ っ て 、 ゲ ー ト ラ イ ン (G１ 乃 至 Gm)が １ /２ フ レ ー ム 期 間 の 間 、 全
画 面 が ス キ ャ ニ ン グ さ れ る 。 こ の 場 合 、 １ /２ フ レ ー ム 期 間 を １ フ レ ー ム だ と 仮 定 す る と
、 奇 数 フ レ ー ム (１ FR、 ３ FR、 ...、 １ １ FR)の 間 、 図 ２ ２ Ａ の よ う に 、 奇 数 垂 直 ラ イ ン の
液 晶 セ ル ((１ 、 １ )乃 至 (１ 、 n)、 (３ 、 １ )乃 至 (３ 、 n)、 ...、 (m-１ )乃 至 (m-１ 、 n))は 、
正 極 性 の デ ー タ 電 圧 (+V)に 応 答 し て 光 を 透 過 さ せ る と 同 時 に 、 偶 数 垂 直 ラ イ ン の 液 晶 セ ル
((２ 、 １ )乃 至 (２ 、 n)、 ..、 (m-２ 、 １ )乃 至 (m-２ 、 n)、 (m、 １ )乃 至 (m、 n))は 、 負 極 性
の デ ー タ 電 圧 (-V)に 応 答 し て 光 を 透 過 さ せ る 。
　 反 対 に 、 偶 数 フ レ ー ム (２ FR、 ４ FR、 ...、 １ ０ FR)の 間 、 図 ２ ２ Ｂ の よ う に 、 奇 数 垂 直
ラ イ ン の 液 晶 セ ル ((１ 、 １ )乃 至 (１ 、 n)、 (３ 、 １ )乃 至 (３ 、 n)、 ...、 (m-１ )乃 至 (m-１
、 n))は 負 極 性 の デ ー タ 電 圧 (-V)に 応 答 し て 光 を 遮 断 す る と 同 時 に 、 偶 数 垂 直 ラ イ ン の 液
晶 セ ル ((２ 、 １ )乃 至 (２ 、 n)、 ..、 (m-２ 、 １ )乃 至 (m-２ 、 n)、 (m、 １ )乃 至 (m、 n))は 、
正 極 性 の デ ー タ 電 圧 (+V)に 応 答 し て 光 を 遮 断 す る 。 そ の 結 果 、 １ ６ .７ msの １ フ レ ー ム 期
間 の 初 期 １ /２ フ レ ー ム 期 間 に は 画 像 が 表 示 さ れ て 、 余 り １ /２ フ レ ー ム 期 間 に は 画 像 が 表
示 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ２ ０ 、 図 ２ ２ Ａ 及 び 図 ２ ２ Ｂ に お い て 、 P１ '及 び P２ 'は 図 １ ５ に 図 示 し た 上 板 及 び 下
板 の 偏 光 板 (１ ７ 、 １ ８ )の 光 軸 方 向 を 示 す 。 上 板 の 偏 光 板 (１ ８ )と 下 板 の 偏 光 板 (１ ７ )の
光 軸 方 向 (P１ 、 P２ )は 互 い に 直 交 す る 。
　 結 果 的 に 、 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 強 誘 電 性 液 晶 表 示 装 置 の 電 界 配 向 方 法 、 及 び こ れ を 利
用 し た 強 誘 電 性 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 及 び 装 置 は 、 高 速 応 答 特 性 と 広 視 野 角 特 性 を 持 つ
と 同 時 に 、 静 電 容 量 値 (C)が 小 さ い ハ ー フ ブ イ ス ィ ッ チ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル を カ ラ
ム イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 で 電 界 配 向 し て 、 そ の 強 誘 電 性 液 晶 セ ル を ２ 倍 速 (１ ２ ０ Hz)の カ ラ
ム イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 で 駆 動 し て 画 像 を 表 示 す る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装
置 は 、 図 ２ ３ の よ う に CRTと 大 略 類 似 し た よ う に 、 フ レ ー ム 期 間 の 初 期 に 光 を 放 出 し て 明
る い 画 像 を 表 示 し て 、 余 り 期 間 に 光 を 放 出 し な い こ と で 表 示 画 像 を 暗 く す る 、 準 イ ン パ ル
ス タ イ プ と し て 駆 動 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 の 電 圧 対 透 過 率 特 性 を 示 す グ ラ フ で あ る
。
【 図 ２ 】 ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 の 相 転 移 過 程 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 に お い て 電 界 配 向 可 否 に よ る 分 子
配 列 の 変 化 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 ハ ブ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 電 圧 対 透 過 率 特 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 ハ ブ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 電 圧 対 透 過 率 特 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 電 界 配 向 の 際 の 電 界 と 駆 動 の 際 に 印 加 さ れ る 電 界 に 反 応 す る ハ ー フ ブ イ ス イ ッ
チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 電 界 配 向 の 際 の 電 界 と 駆 動 の 際 に 印 加 さ れ る 電 界 に 反 応 す る ハ ー フ ブ イ ス イ ッ
チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 ド ッ ト イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 を 示 す 図 面 で あ る 。
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【 図 ６ Ｂ 】 ド ッ ト イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 が 全 パ ネ ル に 対 し て 均 一 配 向 さ
れ て ド ッ ト イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 で 駆 動 さ れ た 際 の 光 の 透 過 及 び 遮 断 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ７ Ｂ 】 ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 が 全 パ ネ ル に 対 し て 均 一 配 向 さ
れ て ド ッ ト イ ン バ ー ジ ョ ン 方 式 で 駆 動 さ れ た 際 の 光 の 透 過 及 び 遮 断 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ８ 】 ハ ー フ ブ イ ス イ ッ チ ン グ モ ー ド の 強 誘 電 性 液 晶 が 注 入 さ れ た 液 晶 セ ル に 充 電 さ れ
る 電 圧 と 、 そ の 電 圧 に 対 応 す る 光 透 過 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ９ 】 陰 極 線 管 の 光 透 過 率 特 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ０ 】 通 常 的 な 液 晶 表 示 装 置 の 光 透 過 率 特 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ １ 】 陰 極 線 管 に 表 示 さ れ る 画 像 を 追 従 す る 観 察 者 の 知 覚 映 像 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 通 常 的 な 液 晶 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 画 像 を 追 従 す る 観 察 者 の 知 覚 映 像 を 示 す 図
面 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 強 誘 電 性 液 晶 表 示 装 置 の 電 界 配 向 方 法 の 制 御 手 順 を 段 階
的 に 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 を 等 価 的 に 示 す 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 強 誘 電 性 液 晶 表 示 装 置 の 電 界 配 向 の 際 、 水 平 に 隣 接 し た
二 つ の セ ル の 断 面 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 強 誘 電 性 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ に 図 示 し た デ ー タ 駆 動 回 路 を 詳 し く 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ７ に 図 示 し た デ ジ タ ル /ア ナ ロ グ 変 換 器 を 詳 し く 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ６ に 図 示 し た ゲ ー ト 駆 動 回 路 を 詳 し く 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 電 界 配 向 の 際 、 各 液 晶 セ ル に 印
加 さ れ る 電 界 の 極 性 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 ２ ０ の よ う に 電 界 配 向 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 に ２ 倍 速 で 供 給 さ れ る デ ー タ 電 圧
と 、 そ の デ ー タ 電 圧 に 対 応 す る 液 晶 セ ル の 光 透 過 率 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ ２ Ａ 】 図 ２ ０ の よ う に 電 界 配 向 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 に 図 ２ １ の よ う な ２ 倍 速 デ ー タ
を 供 給 す る 際 の 光 透 過 及 び 遮 断 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ２ ２ Ｂ 】 図 ２ ０ の よ う に 電 界 配 向 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 に 図 ２ １ の よ う な ２ 倍 速 デ ー タ
を 供 給 す る 際 の 光 透 過 及 び 遮 断 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 準 イ ン パ ル ス 特 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
１ ： 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ア レ イ 基 板
２ ： ゲ ー ト 電 極
３ ： ゲ ー ト 絶 縁 膜
４ ： 活 性 層
５ ： オ ミ ッ ク 接 触 層
６ ： ソ ー ス 電 極
７ ： ド レ イ ン 電 極
８ ： 保 護 層
９ ： 画 素 電 極
１ ０ ， １ ６ ： 配 向 膜
１ １ ： 強 誘 電 性 液 晶 (FLC)
１ ２ ： カ ラ ー フ ィ ル タ ー ア レ イ 基 板
１ ３ ： カ ラ ー フ ィ ル タ ー
１ ４ ： ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス
１ ５ ： 共 通 電 極
６ １ ： タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ラ ー
６ ２ ： デ ー タ 駆 動 回 路
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６ ３ ： ゲ ー ト 駆 動 回 路
６ ４ ： 液 晶 パ ネ ル
７ １ ： シ フ ト レ ジ ス タ ー
７ ２ ： デ ー タ レ ジ ス タ ー
７ ３ ： 第 １ ラ ッ チ
７ ４ ： 第 ２ ラ ッ チ
７ ５ ： デ ジ タ ル /ア ナ ロ グ 変 換 器
７ ６ ： 出 力 回 路
７ ７ ： ガ ン マ 電 圧 供 給 部
８ １ ： マ ル チ フ レ ク サ ー (MUX)
８ ３ ： P-デ コ ー ダ ー
８ ４ ： N-デ コ ー ダ ー
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

(16) JP 2004-94227 A 2004.3.25



【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ Ａ 】 【 図 ２ ２ Ｂ 】
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【 図 ２ ３ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种用于驱动适于形成运动图像的铁电液晶显示板
的方法和装置，并提供应用于该运动图像的电场对准方法。 
ŽSOLUTION：用于驱动铁电液晶显示板的方法和装置以及应用于该方法
和装置的电场对准方法包括使铁电液晶物质的温度充分低于相变温度以
赋予近晶C相的步骤。对于铁电液晶，以及向液晶显示板施加电场以使铁
电液晶物质取向的步骤。 Ž
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